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就職を希望されている、あるいは在職中の障害のある方に対して、就業面と生活面の一体的な
相談・支援を行う機関として『障害者就業・生活支援センター』があります。県内には本土４圏域
（長崎・県北・県央・県南）と離島１圏域（下五島）に１箇所ずつ設置されていましたが、平成
３１年４月１日付で、離島に２箇所目のセンター（小規模センター）が設置されました。

そこで今回は、対馬圏域を所管する対馬障害者就業・生活支援センター 様 にお話を伺いました。

○開設されてから９ヶ月が経過しましたが、現在の登録者の状況について
教えてください。

－現在の登録者数は16名（身体4名・知的５名・精神７名）で、1６名の内訳としては、
在職中の方が８名、在宅の方が２名、Ｂ型事業所利用中の方が６名になります。

○センターの人員体制と場所は？
－管理者１名､支援員２名､事務員１名です。

小規模センターのため実際の支援は２名の
職員で行っています。センターの場所は、
１２月１日から対馬市厳原町小浦地区の
国道沿いに移転しました。

○これまでの相談・支援の件数は？
－１１月末現在で２８６件です。例えば「今の職場で就業時間や日数を増やしたいが、

自分ひとりでは事業所にうまく伝えられるか不安」、「障害者手帳の更新が必要だが
自分ひとりではよくわからないし、仕事の休みもなかなか取れない」といった相談を
受けています。一歩ずつではありますが、各関係機関の皆様や地域の皆様に支えられ
て実績を積み重ねています。まだまだ未熟で、手探りのところも多い現状ですが、
「はたらきたい」という思いを大切にし、皆様の期待に応えられるよう頑張っています。

○主な相談内容としては？
－やはり「はたらきたい」という思いを抱いて相談に来られる方がほとんどです。

まずは、その思いや希望などを丁寧に聞き、その思いを大切に尊重しながら、今後の
計画を一緒に考えていきます。具体的には、Ｂ型利用の方で体力などに不安がある場
合は、まずは施設の利用が安定し、作業に対する持続力や対人スキルの向上など訓練
の意識を持って作業に励んでもらいながら、面談を通じて希望する職種や事業所の意
向を伺っていきます。そして、ある程度の体力やスキルの定着が見られるようになった
ら希望する事業所への職場実習を計画します。
計画や支援内容については詳しく説明し、十分にご理解いただきながら支援をしてい
ます。

～県内２箇所目の離島の障害者就業・生活支援センター～

１２／１から
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センターへのご相談､ご登録等についてのお尋ね
は下記へお問い合わせください。

対馬障害者就業・生活支援センター
（通称：対馬なかぽつセンター）
〒817-0001 対馬市厳原町小浦96-5
TEL  0920－52－6911
開所時間 8：45～17：45 (年末年始除く）

★ＣＳＲとは？

Corporate Social Responsibilityの略で、「企業の社会的責任」のことです。
障害福祉サービス事業所の取り組みのほか、事業所と取引のある企業や障害者雇用の先進例をご紹介しています。

○実際に業務をされて、問題点や課題等は？
－対馬という島は日本で３番目に大きく南北に

細長い島で深い山々を避けるように125もの

小さな集落が点在しています。そのため通勤

の可否が就職や実習の大きな障壁になること、

遠方への訪問や同行等の支援が容易ではない

こと等が大きな課題となっています。

また、障がい者やその就業について進んでき

てはいるものの理解の遅れや偏見があること

も実情です。まずはハローワークや対馬市が

主催する就職相談会や企業説明会などへも積極的

に参加し、理解を深めていただきたいと活動してい

ます。そして今後は島内の企業や事業主様への講演会を

企画しているところです。その啓発も私たちの役割と認識して今後も地道に理解の

普及を図っていきたいと考えています。

○今後の目標やアピールポイントがあれば教えてください。
－私たちは障がい者の就業やそれに伴う生活を支える立場ですが、私たちもまた多くの

皆様に支えられていることを日々実感しています。
また、私ども「社会福祉法人 米寿会」の理念は『心豊（こころゆたか）』です。
就業を希望する登録者様の思いに寄り添い、ひとりでも多くの方が希望を叶え、充実
感と笑顔に満ちた心豊かな生活を送ることができる対馬を目指して地域の皆様と一緒
に頑張っていきたいと考えています。
支援を担う職員は少数ではありますが爽やかさとエネルギッシュな暑苦しさを武器に
島内外から頼られるセンターを目指していますので今後とも対馬障害者就業・生活支
援センターをよろしくお願い致します！

○どのようなところにやりがいを感じますか？
－今まで出会うことのなかった沢山の方々とお会いすることができました。利用者の

みならず、地元の事業者の皆様や関係機関の皆様との繋がりも生まれ、励ましや感
謝の言葉をいただくことが「やりがい」となり、私たちのエネルギーとなっていま
す。近頃はセンターに気軽にお電話をくださる利用者様もいて嬉しく思っています。


